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現
代
世
界
で
進
む
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
多
様
な
人
々
の
遭
遇
を
促
し
、
露
わ

に
な
っ
た
多
元
性
が
国
民
国
家
を
は
じ
め
と
す
る
近
代
の
枠
組
を
揺
る
が
し

て
い
る
。
日
本
の
歴
史
学
界
に
お
い
て
近
年
注
目
さ
れ
て
き
て
い
る
寛
容
と

い
う
王
題
も
、
こ
う
し
た
現
祓
世
界
．
現
代
的
関
心
の
変
化
と
無
関
係
に
研

究
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
西
洋
世
界
に
お
け
る
寛
容
の
歴
史
的
展
開

が
語
ら
れ
る
際
、
出
発
点
は
近
世
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
近
世
は

宗
派
化
と
い
う
概
念
に
よ
っ
て
も
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。
現
代
的
関
心
の
変
化

は
こ
の
宗
派
化
論
に
も
及
ん
で
い
る
。
宗
派
化
論
の
主
唱
者
で
あ
る
H
・
シ

リ
ン
グ
ら
の
当
初
の
主
張
は
そ
の
達
成
度
や
担
い
手
に
関
す
る
批
判
を
被
る

　
　
　
　
②

よ
う
に
な
り
、
近
年
で
は
多
宗
派
主
義
こ
そ
が
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
特
徴
づ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

け
て
い
た
、
と
す
る
研
究
も
現
れ
て
き
て
い
る
。

　
評
考
が
関
心
を
寄
せ
る
オ
ラ
ン
ダ
で
は
、
寛
容
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
衿
持
の

一
つ
で
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
寛
容
に
関
す
る
歴
史
学
の
研
究
蓄
積
も
豊
富

で
あ
る
。
寛
容
を
称
揚
す
る
書
説
は
、
近
世
の
オ
ラ
ン
ダ
共
和
國
（
以
下
、

共
和
国
と
す
る
）
成
立
以
来
存
在
し
て
お
り
、
近
現
代
に
お
け
る
国
民
史
叙

述
の
中
に
も
見
ら
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
迫
害
の
嵐
が
吹
き
荒
れ
る
近
世
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
お
い
て
共
和
国
は
例
外
的
に
寛
容
で
あ
っ
た
、
と
い
う
「
オ
ラ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

ダ
特
殊
論
」
が
語
ら
れ
て
き
て
い
た
。
～
方
、
近
年
で
は
様
々
な
形
で
「
オ

ラ
ン
ダ
特
殊
論
」
を
脱
却
し
よ
う
と
す
る
研
究
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、

「
寛
容
」
と
い
う
目
的
論
と
親
和
的
な
言
葉
を
避
け
、
「
共
存
」
等
の
言
葉

を
用
い
る
社
会
史
的
・
文
化
史
的
研
究
や
、
汎
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
歴
史
的
展

開
と
の
比
較
や
関
係
を
積
極
的
に
論
じ
る
研
究
（
前
述
の
多
宗
派
主
義
研
究

も
オ
ラ
ン
ダ
史
の
文
脈
で
は
こ
の
申
に
含
め
ら
れ
よ
う
）
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

今
後
の
学
界
を
主
導
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
研
究
者
C
・
コ
ー
イ
（
以
下
、
著

者
と
す
る
）
の
近
著
『
ホ
ラ
ン
ト
州
の
黄
金
時
代
に
お
け
る
改
革
派
と
カ
ト

リ
ッ
ク
　
異
端
と
偶
像
崇
拝
者
』
（
以
下
、
本
書
と
す
る
）
も
こ
う
し
た
近

年
の
研
究
動
向
の
中
に
位
遣
づ
け
ら
れ
る
。
本
書
は
、
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に

お
け
る
宗
派
共
存
の
一
事
例
と
し
て
、
共
和
国
の
ホ
ラ
ン
ト
州
に
お
け
る
改

革
派
と
カ
ト
リ
ッ
ク
（
以
下
、
確
認
と
す
る
）
の
多
様
な
関
係
性
・
相
互
作

用
を
扱
っ
て
い
る
。
オ
ラ
ン
ダ
史
に
限
ら
な
い
近
年
の
研
究
の
潮
流
変
化
を

受
け
た
本
書
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
を
総
括
す
る
上
で
重
要
な
著
作
で
あ
り
、

オ
ラ
ン
ダ
史
研
究
者
の
み
な
ら
ず
、
多
元
性
や
共
存
の
問
題
に
関
心
を
持
つ

あ
ら
ゆ
る
読
者
に
大
き
な
示
峻
を
与
え
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
。
以
下
、
本
書

評
で
は
、
本
書
の
構
成
や
内
容
を
紹
介
し
た
上
で
、
評
者
の
関
心
に
従
い
つ

つ
、
幾
つ
か
の
点
に
つ
い
て
論
じ
て
い
き
た
い
。

　
ま
ず
は
本
書
の
内
容
を
要
約
・
紹
介
す
る
。
本
書
の
構
成
は
以
下
の
通
り

で
あ
る
。

ぎ
窪
O
伽
庫
O
¢
O
声

ド
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Φ
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導
入
部
で
は
、
先
行
研
究
を
概
観
し
た
上
で
、
本
書
の
射
程
、
お
よ
び
本

書
全
体
の
見
取
り
図
が
示
さ
れ
る
。
こ
こ
で
著
者
は
、
「
寛
容
が
不
可
避
的

に
勝
利
す
る
目
的
論
的
な
レ
ン
ズ
で
は
な
く
、
抽
象
的
な
寛
容
の
観
念
が

徐
々
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
エ
リ
ー
ト
の
中
で
地
盤
を
確
保
し
て
い
く
思
想
史
の

理
論
的
な
レ
ン
ズ
で
も
な
く
、
実
践
的
な
社
会
的
・
政
治
的
現
実
と
い
う
日

常
の
レ
ン
ズ
で
も
っ
て
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
宗
教
史
を
見
る
」
（
三
頁
）
と
い

う
近
年
盛
ん
に
用
い
ら
れ
て
い
る
社
会
史
的
手
法
を
採
用
す
る
こ
と
、
改
革

派
教
会
会
議
の
議
事
録
や
カ
ト
リ
ッ
ク
司
祭
の
書
簡
等
教
会
関
係
の
史
料
を

主
に
用
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
著
者
は
、
本
書
の
骨

子
と
も
言
え
る
著
者
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
空
間
論
及
び
時
代
区
分
を
提
示
し
た
。

　
ま
ず
は
、
反
乱
と
宗
教
改
革
の
結
果
両
派
が
共
有
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
抽
象
的
な
三
つ
の
空
間
、
す
な
わ
ち
宗
派
的
空
間
、
市
国
的
空
間
、

私
的
空
間
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
宗
派
的
空
問
は
レ
ト
リ
カ
ル
で
文
化
的
な

空
間
で
あ
り
、
両
派
が
制
度
的
教
会
と
し
て
相
互
作
用
す
る
ア
リ
ー
ナ
で
あ

る
。
両
派
は
レ
ト
リ
カ
ル
に
他
者
を
描
く
こ
と
で
、
自
ら
の
宗
派
的
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
を
明
確
化
し
た
。
市
民
的
空
間
は
市
参
事
会
の
レ
ヘ
ン
ト
（
都

市
門
閥
貴
族
）
た
ち
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
た
政
治
的
・
社
会
的
・
身
体
的
な

空
間
で
あ
り
、
両
派
が
別
個
の
共
同
体
と
し
て
相
互
作
用
す
る
ア
リ
ー
ナ
で

あ
る
。
こ
こ
で
両
派
は
過
度
な
騒
乱
な
く
共
存
し
て
い
た
。
私
的
空
間
は
家

族
・
友
人
・
隣
人
・
同
僚
の
空
問
で
あ
り
、
個
々
人
が
相
互
作
用
す
る
ア

リ
ー
ナ
で
あ
る
。
私
的
空
間
で
は
他
の
空
問
に
お
い
て
は
架
橋
不
可
能
で
あ

る
よ
う
な
亀
裂
が
埋
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
そ
の
緊
密
性
ゆ
え
に
激
し

い
対
立
が
起
こ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
こ
で
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、

こ
れ
ら
の
空
間
が
互
い
に
排
他
的
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
具
体

的
な
場
所
を
指
さ
な
い
こ
れ
ら
の
空
間
の
問
の
境
界
線
は
順
応
性
・
透
過
性

を
持
っ
て
い
た
。

　
次
に
、
三
つ
の
フ
ェ
ー
ズ
に
分
け
ら
れ
た
時
代
区
分
で
あ
る
。
第
｝
フ

ェ
ー
ズ
は
宗
教
的
混
乱
の
時
代
で
あ
る
　
五
七
ニ
ー
一
六
二
〇
年
、
第
ニ
フ

ェ
ー
ズ
は
両
派
の
宗
派
主
義
が
過
熱
し
対
立
し
合
う
一
六
二
〇
一
一
六
六
〇

年
、
第
三
フ
ェ
ー
ズ
は
宗
派
的
熱
情
が
大
部
分
鎮
静
化
し
調
和
的
共
存
が
営

ま
れ
る
一
六
六
〇
…
一
六
七
二
年
を
指
す
。

　
第
一
章
で
は
当
該
時
期
の
ホ
ラ
ン
ト
州
に
お
け
る
宗
派
共
存
の
背
景
に
あ

た
る
戦
争
と
平
和
に
つ
い
て
の
概
観
が
な
さ
れ
て
い
る
。
中
世
以
来
の
特
権

護
持
の
た
め
に
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
中
央
政
府
へ
の
反
乱
を
始
め
た
ネ
ー
デ
ル
ラ

ン
ト
の
州
・
都
市
・
貴
族
た
ち
は
、
結
果
的
に
自
主
権
の
共
和
政
を
選
択
し

独
立
し
た
。
新
興
の
共
和
国
に
お
い
て
、
改
革
派
は
唯
｝
の
公
認
宗
派
で
あ

っ
た
が
国
教
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
共
和
国
に
お
い
て
憲
法
に
相
当
し
た

ユ
ト
レ
ヒ
ト
同
盟
規
約
は
、
あ
ら
ゆ
る
住
民
の
良
心
の
自
由
の
保
障
、
宗
教

に
関
す
る
規
則
決
定
権
の
各
州
へ
の
委
託
と
い
う
二
つ
の
条
項
を
規
定
し
て

い
た
。
ド
ル
ド
レ
ヒ
ト
全
国
教
会
会
議
に
て
改
革
派
内
部
の
闘
争
が
終
結
す

る
と
、
第
ニ
フ
ェ
ー
ズ
以
降
、
よ
り
排
他
的
に
な
っ
た
改
革
派
教
会
と
多
数

の
非
公
認
宗
派
の
並
存
と
い
う
宗
教
的
配
遣
が
間
ま
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ

う
し
て
、
公
式
に
は
改
革
派
の
国
家
で
あ
る
が
、
多
宗
派
が
共
存
可
能
な
宗

教
的
・
政
治
的
体
制
が
作
り
上
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
第
ニ
フ
ェ
ー
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ズ
ま
で
に
カ
ト
リ
ッ
ク
共
岡
体
が
数
の
み
な
ら
ず
継
織
性
等
の
面
で
も
復

興
・
成
長
し
て
い
た
こ
と
も
特
筆
に
値
す
る
。
一
六
二
一
年
に
再
開
さ
れ
た

ス
ペ
イ
ン
と
の
戦
争
の
過
程
で
宗
派
主
義
を
過
熱
さ
せ
て
い
っ
た
両
派
の
間

の
緊
張
は
、
第
三
フ
ェ
ー
ズ
に
な
る
と
ス
ペ
イ
ン
と
の
戦
争
終
結
や
経
済
発

展
等
を
背
景
と
し
て
全
般
的
に
減
退
し
て
い
っ
た
。

　
第
二
章
で
は
、
主
に
宗
派
的
空
間
に
お
い
て
見
ら
れ
た
制
度
的
教
会
と
し

て
の
両
派
の
関
係
性
・
相
互
作
用
が
分
析
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
著
者
は
、

国
家
形
成
や
近
代
化
の
問
題
と
結
び
付
け
ら
れ
た
シ
リ
ン
グ
ら
の
宗
派
化
論

を
と
ら
ず
、
宗
派
的
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
境
界
線
の
創
出
を
指
し
示
す

内
的
宗
派
化
、
あ
る
い
は
E
・
ツ
ェ
ー
デ
ン
に
よ
り
提
唱
さ
れ
た
宗
派
形
成

の
概
念
に
従
う
、
と
し
て
い
る
。
反
乱
と
宗
教
改
革
の
結
果
生
じ
た
第
一
フ

ェ
ー
ズ
の
宗
教
的
に
不
安
定
な
環
境
の
中
で
、
両
派
は
宗
派
的
空
間
に
お
い

て
明
確
な
宗
派
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
形
成
を
目
指
し
、
内
的
宗
派
化
を

進
め
た
。
常
費
フ
ェ
ー
ズ
に
お
い
て
、
両
派
の
レ
ト
リ
カ
ル
な
争
い
は
最
高

潮
に
達
し
、
牧
師
と
司
祭
が
創
り
出
し
た
宗
派
的
空
間
で
の
両
派
の
関
係
性

は
敵
対
的
で
あ
っ
た
。
し
か
し
著
者
に
よ
れ
ば
、
霜
葉
の
上
で
の
暴
力
は
敵

対
心
の
は
け
口
と
な
り
、
身
体
的
暴
力
の
少
な
さ
に
繋
が
っ
た
。

　
第
三
章
で
は
、
市
民
的
空
拳
に
お
い
て
見
ら
れ
た
共
同
体
と
し
て
の
両
派

の
関
係
性
・
相
互
作
用
が
分
析
さ
れ
て
い
る
。
本
章
で
著
者
は
共
和
国
の
宗

教
文
化
の
本
質
主
義
的
理
解
を
と
ら
ず
に
寛
容
と
迫
害
を
過
程
と
し
て
描
い

て
い
る
。
反
乱
以
降
、
様
々
な
法
令
に
よ
っ
て
カ
ト
リ
ッ
ク
の
礼
拝
や
集
会

は
禁
じ
ら
れ
て
い
っ
た
が
、
反
カ
ト
リ
ッ
ク
法
令
は
概
し
て
厳
格
に
適
用
さ

れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
前
述
の
ユ
ト
レ
ヒ
ト
同
盟
規
約
の
二
つ
の
条
項
に
よ

っ
て
法
的
枠
組
を
与
え
ら
れ
た
市
民
的
空
間
に
お
け
る
共
存
は
、
実
際
的
に

は
、
独
自
の
政
治
的
利
害
や
調
和
を
重
ん
じ
る
市
参
事
会
の
レ
ヘ
ン
ト
た
ち

が
公
私
の
境
界
線
を
設
定
（
1
1
政
治
的
寛
容
）
す
る
こ
と
で
管
理
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
宗
派
的
空
間
に
お
け
る
敵
対
心
を
市
畏
的
空
間
に
持
ち
こ
も
う
と

す
る
改
革
派
に
よ
る
迫
害
や
、
良
心
の
自
由
や
先
祖
の
功
績
を
盾
に
し
て
迫

害
の
不
当
性
を
主
張
す
る
カ
ト
リ
ッ
ク
の
訴
え
に
対
処
す
る
中
で
、
レ
ヘ
ン

ト
た
ち
は
第
ニ
フ
ェ
ー
ズ
に
お
い
て
公
私
の
境
界
線
を
確
立
さ
せ
た
。
そ
う

す
る
こ
と
で
レ
ヘ
ン
ト
た
ち
は
境
界
線
の
侵
犯
、
つ
ま
り
、
公
的
領
域
で
の

カ
ト
リ
ッ
ク
の
礼
拝
や
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
私
的
領
域
で
の
改
革
派
に
よ
る
暴

力
を
主
に
取
り
締
ま
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
公
私
の
境
界
線
が
明
確
化

さ
れ
る
こ
と
で
、
カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰
は
私
事
化
さ
れ
、
私
的
領
域
内
の
活
動

は
黙
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
改
革
派
の
不
満
も
今
や
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
そ
の
も
の

と
い
う
よ
り
カ
ト
リ
ッ
ク
に
よ
る
境
界
線
の
侵
犯
に
限
定
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
市
民
的
空
濠
に
お
い
て
、
寛
容
と
迫
害
は
政
治
の
動
き
や
習
々
の
好

意
・
敵
意
に
依
存
し
た
流
動
的
な
過
程
で
あ
っ
た
が
、
レ
ヘ
ン
ト
た
ち
は
寛

容
と
迫
害
を
道
具
・
戦
術
と
し
て
利
用
し
て
共
同
体
間
の
多
宗
派
的
関
係
を

管
理
し
た
の
で
あ
る
。

　
第
四
章
で
は
、
宗
派
的
空
間
と
私
的
空
問
に
ま
た
が
っ
て
見
ら
れ
た
両
派

の
関
係
性
・
相
互
作
用
が
分
析
さ
れ
て
い
る
。
共
和
国
の
多
宗
派
的
環
境
は

改
宗
を
容
易
に
し
た
。
改
宗
の
動
機
は
、
宗
教
的
・
政
治
的
・
経
済
的
と

様
々
で
あ
っ
た
。
自
派
の
正
し
さ
を
証
明
す
る
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
的
価
値
を
持

っ
た
改
宗
の
物
語
、
特
に
聖
職
者
の
そ
れ
は
、
宗
派
的
空
間
に
お
け
る
論
争

に
お
い
て
利
用
さ
れ
て
宗
派
主
義
を
先
鋭
化
さ
せ
た
。
ま
た
、
私
的
空
間
に

お
い
て
、
改
宗
は
個
人
的
選
択
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
時
に
信
徒
た
ち
は
改

宗
を
私
的
な
問
題
だ
と
し
て
教
会
当
局
の
介
入
に
抵
抗
し
て
お
り
、
そ
う
し

た
反
抗
的
態
度
は
教
会
規
律
・
宗
派
主
義
の
限
界
を
示
唆
し
て
い
る
。
宗
派

的
空
間
に
お
い
て
は
、
改
宗
は
深
刻
で
重
大
な
問
題
で
あ
り
、
両
派
は
揺
れ
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評
I
t
：
　1

動
く
魂
を
巡
っ
て
競
合
し
合
う
ラ
イ
バ
ル
の
関
係
に
あ
っ
た
。
他
方
、
私
的

空
間
に
お
い
て
は
、
改
宗
は
個
々
人
の
選
択
の
問
題
で
あ
り
、
個
々
の
信
徒

は
宗
派
的
境
界
線
を
難
な
く
乗
り
越
え
た
。

　
第
五
章
で
は
、
私
的
空
間
に
お
い
て
見
ら
れ
た
個
々
人
の
関
係
性
・
相
互

作
用
が
分
析
さ
れ
て
い
る
。
本
章
で
扱
わ
れ
る
関
係
性
・
相
互
作
用
は
時
間

的
変
化
と
の
相
関
関
係
が
希
薄
で
あ
る
。
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
共
同
体
は
安

定
・
秩
序
・
調
和
に
価
値
を
遣
い
で
お
り
、
多
様
な
ソ
シ
ア
ビ
リ
テ
は
、
そ

う
し
た
規
範
を
実
現
さ
せ
、
家
族
・
友
人
・
隣
人
・
同
僚
の
間
に
複
雑
で
重

な
り
合
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
た
。
経
済
的
繁
栄
に
よ
り
入
口
密
度
が

高
ま
っ
た
ホ
ラ
ン
ト
州
の
都
市
に
お
い
て
、
互
い
に
異
な
る
宗
派
を
持
つ

入
々
が
近
接
し
て
生
活
す
る
と
い
う
現
実
は
、
緊
張
や
騒
乱
を
引
き
起
こ
す

こ
と
も
あ
っ
た
が
、
個
人
的
寛
容
や
「
日
常
生
活
の
世
界
キ
リ
ス
ト
教
主

義
」
と
呼
ば
れ
る
調
和
意
識
を
も
要
請
し
た
。
市
民
的
空
間
に
お
い
て
レ
ヘ

ン
ト
た
ち
が
主
導
し
た
公
私
の
分
離
（
1
1
政
治
的
寛
容
）
は
脱
宗
派
化
さ
れ

た
私
的
空
間
を
作
り
上
げ
、
そ
れ
は
宗
派
的
空
間
の
宗
派
主
義
と
共
存
し
て

い
た
。
共
和
国
の
政
治
的
・
社
会
的
・
経
済
的
現
実
が
私
的
空
間
に
お
け
る

共
存
（
口
個
人
的
寛
容
）
を
可
能
に
し
、
要
請
し
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
著

者
自
身
が
注
意
を
促
し
て
い
る
よ
う
に
、
私
的
空
間
に
関
す
る
史
料
、
申
で

も
調
和
的
関
係
性
を
示
す
史
料
は
乏
し
い
た
め
、
本
章
の
議
論
は
印
象
論
の

域
を
出
な
い
。

　
結
論
部
で
は
以
上
の
展
開
が
ま
と
め
ら
れ
る
。
特
に
、
中
世
以
来
ロ
ー
カ

ル
な
政
治
的
意
思
決
定
と
社
会
秩
序
を
尊
重
し
て
き
た
レ
ヘ
ン
ト
た
ち
が
、

徐
々
に
効
果
的
に
宗
教
的
多
元
性
の
問
題
に
対
処
す
る
よ
う
に
な
り
、
最
終

的
に
熱
情
的
な
宗
派
主
義
を
上
手
く
飼
い
な
ら
し
て
多
光
主
義
の
形
成
に
役

立
て
た
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

　
以
上
で
内
容
の
要
約
・
紹
介
を
終
え
る
。
著
者
は
、
私
的
空
間
に
関
す
る

よ
り
精
緻
な
社
会
史
的
研
究
や
、
ホ
ラ
ン
ト
州
以
外
の
事
例
研
究
の
積
み
重

⑤ね
を
今
後
の
課
題
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
著
者
が
挙
げ
た
課
題
の
重
要
性
を

認
識
し
た
上
で
本
書
の
議
論
を
更
に
展
開
す
べ
く
、
こ
こ
か
ら
は
三
空
間

論
・
時
代
区
分
・
宗
派
化
論
の
三
つ
の
論
点
に
触
れ
な
が
ら
、
著
者
自
身
が

述
べ
た
も
の
と
は
異
な
る
課
題
・
展
望
を
示
し
た
い
。

　
ま
ず
は
三
空
間
論
に
つ
い
て
論
じ
る
。
著
者
の
三
空
間
論
は
両
派
の
関
係

性
・
桐
互
作
用
の
理
解
を
非
常
に
明
確
な
も
の
と
し
た
。
特
に
、
第
四
章
で

描
か
れ
た
改
宗
の
問
題
は
、
重
な
り
合
う
三
空
間
を
設
定
し
た
こ
と
に
よ
っ

て
こ
そ
色
彩
豊
か
に
描
か
れ
得
た
、
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
市
民
的
空
間
に

お
い
て
レ
ヘ
ン
ト
た
ち
が
寛
容
と
迫
害
を
共
存
確
立
の
た
め
に
利
用
し
、
改

革
派
に
よ
る
迫
害
と
そ
れ
に
対
す
る
カ
ト
リ
ッ
ク
の
能
動
的
対
応
が
公
私
の

境
界
線
確
立
（
ロ
政
治
的
寛
容
）
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
、
私
的

空
間
に
お
け
る
共
存
（
1
1
個
入
的
寛
容
）
が
書
わ
ば
無
時
間
的
に
存
在
し
た

こ
と
を
著
者
が
指
摘
し
た
点
は
重
要
で
あ
る
。
三
空
間
論
は
、
時
代
の
変
遷

に
伴
う
政
治
的
・
社
会
的
変
化
か
ら
影
響
を
受
け
や
す
い
市
民
的
空
間
に
お

い
て
共
存
を
も
た
ら
す
戦
術
と
し
て
利
用
さ
れ
た
政
治
的
寛
容
と
、
私
的
空

山
に
お
い
て
無
時
間
的
に
存
在
し
た
個
人
的
寛
容
を
峻
別
し
、
そ
れ
ら
が
宗

派
的
空
間
の
排
他
的
言
説
と
も
共
時
的
に
存
在
し
得
た
こ
と
を
示
し
た
。
従

来
の
研
究
は
互
い
に
矛
盾
す
る
か
に
見
え
る
様
々
な
両
派
の
関
係
性
・
相
互

作
用
を
別
箇
に
提
示
し
て
き
た
が
、
著
者
の
三
空
間
論
は
そ
れ
ら
が
並
存
し

得
た
こ
と
、
そ
し
て
並
存
し
た
か
ら
こ
そ
多
宗
派
社
会
が
成
立
し
た
こ
と
を

示
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
を
総
括
す
る
上
で
本
書
の
功
績
は
大

き
い
。

　
し
か
し
、
こ
の
三
空
間
論
に
は
疑
問
点
も
残
る
。
著
者
は
、
レ
ヘ
ン
ト
た
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ち
が
公
的
領
域
と
私
的
領
域
を
分
断
し
た
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
が
、
公
私

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

の
境
界
線
の
曖
昧
さ
と
い
う
問
題
は
著
者
の
公
私
；
兀
論
で
捉
え
き
れ
る
の

で
あ
ろ
う
か
。
著
者
は
直
接
的
に
は
触
れ
て
い
な
い
が
、
近
世
オ
ラ
ン
ダ
史

に
お
い
て
は
W
・
フ
レ
イ
ホ
フ
が
三
領
域
法
を
提
示
し
て
い
る
。
改
革
派
を

奉
ず
る
レ
ヘ
ン
ト
た
ち
が
支
配
す
る
公
的
領
域
と
、
主
に
家
の
中
を
指
し
権

利
的
に
は
そ
の
内
部
で
の
良
心
の
自
由
が
守
ら
れ
る
私
的
領
域
の
問
に
、
宗

教
的
に
中
立
的
で
半
公
的
・
半
旗
的
な
中
間
領
域
が
存
在
す
る
こ
と
を
フ
レ

イ
ホ
フ
は
指
摘
し
た
。
フ
レ
イ
ホ
フ
は
、
著
者
が
私
的
空
間
内
に
見
て
い
た

「
日
常
生
活
の
世
界
キ
リ
ス
ト
教
主
義
」
を
中
間
領
域
に
想
定
し
、
そ
こ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

お
い
て
共
存
（
1
1
寛
容
）
が
実
践
さ
れ
て
い
た
、
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
著
者
は
、
公
私
の
境
界
線
の
曖
昧
さ
が
寛
容
と
迫
害
を
伴
う

レ
ヘ
ン
ト
と
両
派
の
交
渉
を
も
た
ら
し
た
と
し
、
第
ニ
フ
ェ
ー
ズ
の
過
程
で

境
界
線
が
徐
々
に
明
確
化
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
強
調
し
て
い
た
。
公
私
の

境
界
線
の
曖
昧
さ
に
関
す
る
両
者
の
議
論
は
、
フ
レ
イ
ホ
フ
が
中
問
領
域
の

構
造
的
存
在
を
、
著
者
が
時
代
の
変
遷
に
伴
う
境
界
線
の
段
階
的
明
確
化
を

強
調
し
て
い
る
、
と
整
理
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
公
私
の
境
界
線
の

曖
昧
さ
と
い
う
問
題
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
は
著
者
の
主
張
に
加
え
、
時
代

が
移
り
変
わ
ろ
う
と
も
境
界
線
の
曖
昧
さ
は
中
夏
領
域
と
し
て
残
り
続
け
る
、

と
い
う
フ
レ
イ
ホ
フ
の
主
張
も
重
要
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
二
つ
目
の
論
点
で
あ
る
時
代
区
分
に
移
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
フ
ェ
ー
ズ
に
お

け
る
政
治
的
・
社
会
的
変
化
か
ら
各
空
間
の
両
派
の
関
係
性
・
相
互
作
用
へ

与
え
ら
れ
た
影
響
が
示
さ
れ
る
こ
と
で
、
本
書
の
理
解
が
容
易
に
な
っ
て
い

る
こ
と
は
疑
い
よ
う
が
な
い
。
し
か
し
著
者
は
、
こ
の
時
代
区
分
を
過
度
に

適
用
す
る
こ
と
で
、
自
身
が
批
判
し
て
い
た
寛
容
の
目
的
論
を
描
い
て
し
ま

っ
て
い
る
。
著
者
は
共
和
国
の
宗
教
文
化
の
本
質
主
義
的
理
解
は
と
ら
な
い
、

と
し
て
い
た
。
確
か
に
、
「
本
質
的
に
宗
教
的
に
寛
容
で
あ
っ
た
人
々
」
は

想
定
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
著
者
は
、
レ
ヘ
ン
ト
た
ち
が
中
世
以
来
熟
議

や
政
治
的
意
思
決
定
権
の
分
権
性
、
社
会
秩
序
を
尊
重
し
て
き
た
こ
と
を
強

調
し
、
レ
ヘ
ン
ト
た
ち
の
政
治
文
化
の
中
世
以
来
の
連
続
性
を
註
も
つ
け
ず

に
前
提
し
て
い
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
講
和
を
重
ん
じ
る
レ
ヘ
ン
ト
た
ち
は

第
ニ
フ
ェ
ー
ズ
の
過
程
で
公
私
の
境
界
線
を
確
立
す
る
こ
と
で
、
宗
教
的
多

元
性
の
問
題
に
よ
り
効
果
的
に
対
処
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
レ
ヘ
ン
ト
た
ち
の
政
治
文
化
の
本
質
主
義
的
理
解
に
基
づ
い

て
、
彼
ら
に
よ
る
三
つ
の
フ
ェ
ー
ズ
の
進
展
（
混
乱
か
ら
調
和
へ
）
に
伴
う

公
私
の
境
界
線
の
段
階
的
構
築
を
描
く
こ
と
で
、
著
諮
は
市
民
的
空
間
に
お

け
る
政
治
的
寛
容
の
目
的
論
を
描
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
市
民
的
空
間
に
お
け
る
政
治
的
寛
容
は
目
的
論
を
免
れ
得
な

い
の
で
あ
ろ
う
か
。
レ
ヘ
ン
ト
た
ち
の
政
治
文
化
の
本
質
主
義
的
理
解
を
再

検
討
す
る
こ
と
、
個
々
の
事
例
ご
と
の
政
治
的
・
社
会
的
文
脈
を
著
者
以
上

に
重
視
す
る
こ
と
は
、
著
者
の
議
論
を
見
直
す
た
め
に
必
須
と
言
え
よ
う
。

ま
た
、
著
者
の
分
析
の
前
提
も
再
考
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。
著
者
は
、
近
現
代

の
寛
容
に
承
認
等
の
意
味
を
想
定
し
、
近
世
の
寛
容
は
辛
抱
・
忍
耐
と
い
っ

た
意
味
に
近
い
と
す
る
こ
と
で
、
理
念
面
で
両
者
を
相
悪
化
し
て
い
る
。
し

か
し
、
こ
こ
で
は
依
然
と
し
て
追
害
（
匪
不
覧
容
）
が
絶
対
的
に
否
定
的
に

捉
え
ら
れ
て
い
る
。
寛
容
か
不
寛
容
か
と
い
う
二
元
論
に
基
づ
く
こ
う
し
た

寛
容
理
解
・
分
析
の
前
提
こ
そ
が
、
時
代
を
経
て
発
展
す
る
寛
容
の
特
質
の

み
を
分
析
の
対
象
と
し
、
時
代
を
経
て
も
不
変
の
寛
容
の
特
質
を
不
寛
容
で

は
な
い
と
い
う
点
に
限
定
す
る
議
論
を
準
備
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
寛
硲
か

不
寛
容
か
と
い
う
二
元
論
を
前
提
し
な
い
研
究
も
必
要
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ま
た
、
分
析
概
念
と
し
て
の
寛
容
と
は
区
別
さ
れ
た
、
近
世
に
お
け
る
門
寛
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評書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

容
扁
の
語
の
意
味
や
用
語
法
を
よ
り
丁
寧
に
分
析
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
れ
ら
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
目
的
論
と
は
異
な
る
議
論
の
可
能
性
が
開
か

れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
最
後
に
、
宗
派
化
論
に
つ
い
て
述
べ
る
。
著
者
は
、
社
会
史
的
な
事
例
研

究
を
行
う
こ
と
で
、
シ
リ
ン
グ
ら
の
宗
派
化
論
の
理
論
的
枠
組
が
社
会
的
現

実
に
当
て
は
ま
ら
な
い
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
。
こ
の
批
判
自
体
は
妥
当
で

あ
ろ
う
が
、
あ
え
て
シ
リ
ン
グ
ら
の
宗
派
化
論
の
理
論
的
枠
組
を
活
か
す
と

す
れ
ば
、
い
か
な
る
議
論
が
可
能
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
～
つ
の
糸
口
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

し
て
参
照
さ
れ
る
べ
き
な
の
が
、
J
・
ス
パ
ー
ン
ス
の
研
究
で
あ
る
。
著
者

も
含
め
、
寛
容
研
究
に
お
い
て
は
寛
容
の
受
動
的
側
面
が
強
調
さ
れ
る
こ
と

が
多
い
。
カ
ト
リ
ッ
ク
の
活
動
の
黙
認
、
反
カ
ト
リ
ッ
ク
法
令
の
不
適
用
等

が
そ
れ
に
あ
た
る
。
ス
パ
ー
ン
ス
は
、
共
和
国
を
宗
派
化
論
の
単
な
る
例
外

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

と
し
て
扱
う
「
オ
ラ
ン
ダ
特
殊
論
」
を
批
判
し
つ
つ
、
宗
教
的
多
元
性
を
管

理
し
よ
う
と
す
る
レ
ヘ
ン
ト
た
ち
の
能
動
的
政
策
す
な
わ
ち
、
一
七
世
紀
後

半
以
降
の
貧
民
救
済
の
各
宗
派
へ
の
委
託
に
着
目
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
レ

ヘ
ン
ト
た
ち
は
、
非
公
認
宗
派
を
社
会
構
成
員
と
し
て
認
め
つ
つ
、
宗
派
共

同
体
を
介
し
て
、
能
動
的
に
あ
ら
ゆ
る
宗
派
の
被
治
者
を
規
律
化
し
統
制
し

よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
シ
リ
ン
グ
ら
の
宗
派
化
論
に
お
い
て
重
要
な
論
点

の
～
つ
は
、
近
世
の
世
俗
当
局
が
宗
派
共
同
体
を
介
し
て
被
治
者
へ
権
力
を

行
使
し
よ
う
と
し
た
、
と
い
う
点
で
あ
ろ
う
。
宗
派
化
論
が
示
し
た
こ
の
近

世
的
な
権
力
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、
被
治
者
の
能
動
的
な
受
容
・
拒
絶
・
奪
用
を

も
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
達
成
度
・
徹
底
度
と
は
異
な
る
次
元
で
依
然
と
し
て

考
慮
に
値
す
る
論
点
で
あ
る
と
評
者
は
考
え
る
。
レ
ヘ
ン
ト
た
ち
の
政
治
的

寛
容
を
戦
術
と
捉
え
、
追
害
に
対
す
る
カ
ト
リ
ッ
ク
の
能
動
的
対
応
を
視
野

に
入
れ
た
著
者
の
研
究
は
、
こ
う
し
た
能
動
的
政
策
の
分
析
と
組
み
合
わ
せ

ら
れ
る
こ
と
で
、
更
な
る
議
論
へ
と
繋
が
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。

　
本
書
の
議
論
は
近
世
ホ
ラ
ン
ト
州
史
を
越
え
た
よ
り
広
い
文
脈
に
お
い
て

も
承
唆
的
で
あ
る
。
ま
ず
、
複
数
の
空
間
・
領
域
を
想
定
し
そ
れ
ら
を
峻
別

し
て
分
析
す
る
と
い
う
手
法
は
、
人
々
の
問
の
複
雑
な
関
係
性
・
相
互
作
用

の
理
解
を
よ
り
明
確
に
す
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
空
間
・
領
域
の
分
節
の

仕
方
は
、
著
者
の
も
の
が
必
ず
し
も
妥
当
で
は
な
い
こ
と
に
は
留
意
が
必
要

で
あ
る
。
ま
た
、
本
書
が
逆
説
的
に
も
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
寛
容
研
究

に
お
い
て
は
本
質
主
義
や
目
的
論
が
い
ま
だ
に
根
強
く
見
ら
れ
る
。
本
書
評

で
挙
げ
た
点
を
再
考
す
る
こ
と
は
寛
容
研
究
全
体
に
と
っ
て
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
と
労
え
よ
う
。
さ
ら
に
、
本
書
の
よ
う
な
多
宗
派
主
義
の
研
究
が
提
示

す
る
社
会
史
的
分
析
が
シ
リ
ン
グ
ら
の
宗
派
化
論
に
大
き
な
修
正
を
迫
っ
て

い
る
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
書
評
で
触
れ
た
よ
う
に
、
政
治

的
側
爾
に
着
目
し
て
シ
リ
ン
グ
ら
の
宗
派
化
論
の
理
論
的
枠
組
を
よ
り
生
産

的
に
再
利
用
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

　
本
書
が
も
た
ら
し
た
豊
か
な
成
果
は
今
後
の
研
究
の
一
つ
の
基
盤
と
な
る

で
あ
ろ
う
。
本
着
荷
が
研
究
動
向
理
解
の
一
助
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

①
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⑤
著
者
は
、
そ
の
分
権
性
・
脱
線
心
性
の
た
め
に
、
共
和
国
全
体
の
宗
教
史
・
社

　
会
史
を
～
体
的
に
描
く
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
オ
ラ
ン
ダ
史
に
お
け

　
る
「
ホ
ラ
ン
ト
州
中
心
主
義
」
は
時
に
批
判
さ
れ
る
が
、
著
者
は
「
ホ
ラ
ン
ト
州

　
史
」
の
国
民
史
へ
の
一
般
化
を
拒
む
こ
と
で
、
そ
の
批
判
を
園
縛
し
て
い
る
。
た

　
だ
し
、
こ
の
こ
と
は
著
者
が
国
民
史
の
粋
組
を
脱
却
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
な

　
い
。

⑥
著
者
の
用
語
法
は
安
定
し
て
い
な
い
が
、
こ
こ
で
は
公
的
領
域
1
1
市
民
的
空
間
、

　
私
的
領
域
膣
私
的
空
間
と
す
る
。
以
下
で
は
身
体
性
と
深
く
関
わ
る
公
私
の
境
界

　
線
の
問
題
を
扱
う
た
め
、
言
説
空
間
で
あ
る
宗
派
的
空
間
に
は
触
れ
な
い
。
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⑧
迫
害
（
膝
不
寛
容
）
と
比
べ
相
対
的
に
肯
定
的
な
寛
容
で
調
和
的
な
関
係
性
・

　
相
互
作
用
を
強
調
し
て
描
こ
う
と
す
る
著
者
の
姿
勢
は
、
市
民
的
空
間
以
外
の
分

　
析
に
も
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
宗
派
的
空
問
の
排
他
的
レ
ト
リ
ッ
ク
の
お
か
げ
で

　
身
体
的
暴
力
が
減
少
し
た
、
と
す
る
箇
所
や
、
そ
れ
を
示
す
史
料
は
少
な
い
が
私

　
的
空
間
は
調
和
的
で
あ
っ
た
は
ず
だ
、
と
す
る
箇
所
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

⑨
寛
容
の
自
的
論
を
批
判
す
る
B
・
カ
プ
ラ
ン
は
、
寛
容
と
不
寛
容
を
相
対
す
る

　
も
の
と
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
両
者
が
絡
み
合
っ
て
い
る
こ
と
に
こ
そ
着
目
す
べ

　
き
で
あ
る
、
と
主
張
し
て
い
る
。
カ
プ
ラ
ン
に
よ
れ
ば
、
偏
狭
さ
と
差
別
は
寛
容

　
の
特
質
で
も
あ
る
。
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⑩
管
見
の
隈
り
、
オ
ラ
ン
ダ
史
研
究
者
は
こ
の
点
に
比
較
的
無
頓
着
で
あ
る
。
こ

　
の
点
に
関
し
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
史
研
究
者
和
田
光
司
の
研
究
が
示
唆
的
で
あ
る
。

　
和
田
光
司
コ
六
世
紀
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
寛
容
に
関
す
る
媒
概
念
に
つ
い
て

　
（
上
）
」
㎎
聖
学
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大
学
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五
年
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中
）
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八
e
、
二
〇
〇
五
年
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（
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二
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年
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⑫
ス
パ
ー
ン
ス
の
こ
の
論
文
が
二
〇
〇
二
年
に
発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を

　
考
え
合
わ
せ
る
と
、
「
オ
ラ
ン
ダ
特
殊
論
」
を
巡
る
近
年
の
研
究
の
潮
流
変
化
は

　
著
し
い
。
今
や
共
和
国
は
多
宗
派
主
義
研
究
の
典
型
的
対
象
と
さ
れ
て
い
る
。
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